
 

 

 

 

 

□ （1） からだを支えたり、神経や内臓を保護したりするはたらきをもつ。

□ （2） 骨のまわりに（　　　　　）がある。

□ （3） 筋肉と骨をつないでいる丈夫なつくりを何というか。

□ （4）

□ （5） 目や耳のように、まわりのさまざまな状態を刺激として受け取ることができる部分。

□ （6） 受け取る刺激と感覚器官について、下の①～⑩を答えなさい。
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□ （7） 右の図のアで、眼球の最も外側にあたる透明な膜。　

□ （8）

□ （9）

□ （10）

□ （11） 右の耳の図のキで、音の刺激をとり、振動する部分。

□ （12） 右の耳の図のクで、キの振動をケに伝える部分。

□ （13） 右の耳の図のケ。

□ （14） 右の耳の図のコ。

□ （15） 感覚器官から信号を脳やせきずいに伝える神経。

□ （16） 脳やせきずいからの信号を筋肉に伝える神経。

□ （17） 脳やせきずいからできている神経系。

□ （18） （17）から出て細かく枝分かれして、体のすみずみまでいき渡っている神経系。

□ （19） 刺激に対して意識とは関係なく起こる反応。

□ （20）
反射では、感覚細胞からの信号はどのような経路で筋肉まで伝えられるか。次の（　　　）をうめよ。
感覚器官→（①　　　　　）→（②　　　　　　）→（③　　　　　　　　）→筋肉などへ

骨格

筋肉

けん

①縮み　②ゆるむ

（6）①　　 　視覚

　　②　　　　聴覚

網膜

鼓膜

耳小骨

うずまき管

神経

感覚神経

　　⑨　　　　味

　　⑩　　　　圧力

感覚器官

角膜

虹彩

レンズ

　　③　　　　嗅覚

　　④　　　　味覚

　　⑤　　　　触覚

　　⑥　　　　光

　　⑦　　　　音

　　⑧　　　　におい

運動神経

中枢神経

末しょう神経

反射

①感覚神経

②せきずい

③運動神経

右の図のイで、明るさによってひとみの大きさを変え、レンズ
に入る光の量を調節する。

右の図のウで、筋肉によってふくらみを変え、網膜
の上にピントの合った像を結ぶ。

右の図のエはガラス体でオが強膜という。右の図
のカは光の刺激を受け取る細胞がある。

3
神
経
系

下の図で腕を曲げのばしする運動で、腕を曲げるときはアの
筋肉が（　①　）、イの筋肉は（　②　）。
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目標時間

20分3.行動のしくみ

単元2 動物の生活と生物の進化

ア

イ

感覚器官 感覚 受け取る刺激

目 ① ⑥

耳 ② ⑦

鼻 ③ ⑧

舌 ④ ⑨

皮ふ ⑤ ⑩

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目


